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勝
浦
町
中
山
間
地
域
活
性
化
大
会

が
五
月
二
十
三
日

勝
浦
町
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
約
四
百

名
の
農
業
関
係
者
が
集
ま
り
、
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
に
お
け
る

取
組
事
例
や
多
面
的
機
能
の
果
た
す

役
割
等
の
発
表
を
行
い
、
本
制
度
活

用
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
ま
し
た
。

二
回
目
と
な
る
本
大
会
に
は
、
主

催
者
、
来
賓
の
お
話
に
続
い
て
近
隣

市
町
村
の
小
松
島
市
、
上
勝
町
か
ら

竹
の
伐
採
や
共
同
機
械
の
購
入
、
電

気
柵
の
設
置
な
ど
の
事
例
発
表
を
い

た
だ
い
た
あ
と
、
町
内
十
一
集
落
か

ら
水
路
、
農
道
の
管
理
作
業
（
草
刈

り
、
舗
装
）
、
景
観
作
物
（
コ
ス
モ

ス
、
パ
ン
ジ
ー
、
ツ
ツ
ジ
、
イ
チ
ョ

ウ
の
管
理
な
ど
）
の
栽
培
、
ミ
ニ
八

十
八
ヶ
所
の
管
理
、
草
刈
り
機
の
歯

研
ぎ
機
の
紹
介
、
鳥
獣
害
対
策
、（
イ

ノ
シ
シ
の
オ
リ
設
置
）、
ホ
タ
ル
祭

り
の
計
画
な
ど
集
落
に
あ
っ
た
活
動

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
が
や
り
や
す
い
環
境
造
り
や

憩
い
の
あ
る
集
落
、
き
れ
い
な
集
落

住
み
や
す
い
集
落
づ
く
り
な
ど
の
有

意
義
な
活
動
が
定
着
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
更
に
、
農
道
の
整
備
や
機

械
化
に
よ
り
省
力
化
を
図
っ
た
り
、

集
落
で
の
営
農
活
動
、
共
同
化
組
織

の
充
実
な
ど
高
齢
化
対
策
も
急
が
れ

る
課
題
で
す
。
集
落
の
皆
さ
ん
で
計

画
を
立
て
な
が
ら
推
進
、
実
行
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
お
よ
び
標
語
コ

ン
ク
ー
ル
の
優
秀
賞
の
発
表
も
行
わ

れ
、
結
び
に
石
倉
右
夫
様
の
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
参
加
者
全
員
の
結
束
が

図
ら
れ
た
い
へ
ん
有
意
義
な
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
度
の
交
付
金
は
、
五

千
四
百
四
十
万
円
と
県
下
で
一
番
の

実
績
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
、
標
語
コ
ン
ク
ー

ル
の
優
秀
作
品
は
、
次
の
通
り
で

す
。
た
く
さ
ん
の
応
募
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最優秀 勝浦町産業振興課

考えよう 制度を生かした 村づくり

優 秀 棚野大谷集落

集落で 守るふるさと 明日がある

入 選 棚野大谷集落

活動の 汗で通じる 心の輪

★標語 の部★

★写真の部★

「ＳＡＫＡＭＯＴＯ」坂本３部集落

最
優
秀

優

秀

与川内下分集落「つつじの手入れ」

入

選

「現地確認」生名集落

勝
浦
町
中
山
間
地
域
活
性
化
大
会

開
催
さ
れ
る

（金）



まちかど散歩みち

３

５月31日 第７回総会

が会員40名、来賓４名の参

加のもと、なごやかに開催

されました。

七
月
二
十
一
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
十
一
日
間
は

「
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
」
で
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
方
に
、
勝
浦
川
上
流
に
あ
る
正
木
ダ
ム
と

勝
浦
川
源
流
周
辺
の
自
然
等
水
源
地
の
重
要
性
に
つ
い
て
関

心
と
理
解
を
、
今
一
層
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
ダ
ム
見
学

会
等
を
行
い
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
方
と
ふ
れ
あ
い
、
『
元
気
な
森
・
ゆ
た

か
な
水
・
ふ
れ
あ
い
の
湖
』
を
テ
ー
マ
の
も
と
、
森
と
湖
の

大
切
さ
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

見
学
に
来
ら
れ
た
方
に
は
、
旬
間
中
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ

り
ま
す
。
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

場
所

勝
浦
郡
上
勝
町
正
木
（
正
木
ダ
ム
管
理
所
）

内
容

①
ダ
ム
見
学
会

（
ダ
ム
操
作
室
、
堤
体
内
の
一
般
公
開
）

②
森
林
の
パ
ネ
ル
展

実
施
期
間

七
月
二
十
一
日

～
七
月
三
十
一
日

期
間
中

九
時
～
十
六
時

お
問
い
合
わ
せ

正
木
ダ
ム
か
ら
の
放
流
警
報
、
ダ
ム

見
学
会
は
、

徳
島
土
木
事
務
所

ダ
ム
管
理
課

〇
八
八
五
四
―
五
―
〇
三
一
一

棚
野
ダ
ム
か
ら
の
放
流
警
報
は
、

総
合
管
理
事
務
所

発
電
課

〇
八
八
―
六
五
一
―
七
〇
〇
一

今年は会場を新宿に変えての開催と

なりました。

台風４号の風雨の心配もしながら、

午後４時頃から懐かしいお顔が集まり

始めました。

午後５時から、谷篤志さんの総合司

会のもと、福中会長のあいさつで総会

が始まり、ふるさと勝浦から参加した

川口町長、宮本議長の祝辞のあと、14年度

事業および会計報告等の議事に移り、全て

の議事が満場一致で承認されました。

溝田議員の高らかな乾杯のあとアトラク

ションとなり、踊り、三味線、民謡と多彩

な芸の披露がありました。

懇親会では再会を懐かしんだり、近況を

伝えあったり、また、途中でふるさとの特

産品の抽選会、阿波踊りもあり、楽しい時

間がまたたくまに過ぎました。

今年、残念ながら参加することができな

かった方も来年はぜひご参加ください。

関東阿波かつうら会

第７回総会開催

（月）

（土）

（木）
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地 区 対 抗
バレーボール大会

地区対抗バレーボール大会が６月９日、10日の２日

間、生比奈小学校体育館と勝浦中学校体育館において

男子９チーム、女子８チームの参加により開催されま

した。

試合は９人制、３セットマッチで行われました。序

盤から決着が３セット目まで突入する試合が続出し、

例年にも増して多くの接戦が繰り広げられました。

決勝は男子が生名対沼江・石原、女子は横瀬対与川

内の対戦となりました。熱戦の結果、男子が生名、女

子は横瀬の両チームが久々の優勝に輝きました。

おめでとうございます。結果は次のとおりです。

優勝 生 名

山

西

掛

沼
江
・
石
原

横

瀬

専
門

学
校

星

谷

棚

野

久

国

今
山
・
黒
岩

生

名

山
西
掛
・
今
山

棚

野

生

名

与

川

内

専
門

学
校

久
国
・
中
山

横

瀬

沼
江
・
石
原

優勝 横 瀬

男子優勝 生名

女子優勝 横瀬

明
治
三
十
六
年
生
ま
れ
の
坪

井
カ
ズ
さ
ん
が
百
歳
を
迎
え
ら

れ
、
誕
生
日
と
な
っ
た
五
月
三
十
日

に
、
県
知
事
代
理
と
し

て
の
廣
野
稔
中
央
福
祉
事
務
所
長
や
川
口
町
長
ら
が
お
祝
い
に

駆
け
付
け
、
長
寿
の
祝
い
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

カ
ズ
さ
ん
は
七
十
歳
の
時
か
ら
毎
朝
、
体
操
、
指
圧
を
行
い

晴
れ
の
日
に
は
散
歩
を
欠
か
し
た
こ
と
が
な
い
そ
う
で
す
。
ま

た
、
新
聞
も
よ
く
読
み
、
九
十
歳
か
ら
は
文
字
を
書
く
よ
う
に

心
が
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

声
に
張
り
が
あ
り
、
と
て
も
百
歳
と
は
思
え
な
い
カ
ズ
さ
ん
。

百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
お
元
気

で 明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成

坪
井
カ
ズ
さ
ん
（
中
山
）
が

百

歳

（金）
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生比奈少年野球クラブ

徳島県少年野球連盟第25回西部大会 優優勝勝！

徳島県少年野球連盟第25回西部大会が、鴨

島県民運動場で県下から32チームが参加し開

催されました。

生比奈クラブは、初戦由岐、２回戦藍住南

３回戦飯尾敷地、準決勝西麻植、決勝学島に

勝利し、見事優勝を収めました。保護者の大

声援のもと、５試合中３試合が逆転勝ち、決

勝では５点差をひっくり返しました。

「心で勝て、次に技で勝て、故に練習は実

戦、実戦は練習」をモットーに、日々練習に

頑張っています。

与川内ホタルまつりが６月４日から８日

の５日間与川内地区で開催され、町内外か

ら約2,000人が訪れました。

与川内地区では以前からホタルが生息し

最近になり地元愛好家のホタル保護活動に

より、急速にホタルの数が増えつつありま

した。昨年には与川内ホタル村保存会を結

成し、ホタルのエサとなるカワニナの養殖

などに取り組んでいました。

辺りが暗くなり始めると、坂本川から支

流の沼谷川まで延べ１．５㌔でホタルが飛

び始め、川岸に詰め掛けた見物人は、幻想

的な光に見とれていました。

幻想的な光
飛び交う

与川内ホタルまつり
開催
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１枚のハガキ
通 信

が好評!!

『１枚のハガキ通信』とは、子から親（保護者）へ、小、中学

校の卒業生を対象に言葉では言い表せない気持ちを１枚のハガキ

に書いて送ってもらおうというものです。これは、勝浦町更生保

護女性会（中カツミ会長）が青少年健全育成の一環として、子ど

もたちに日頃の感謝の念を持ち、家族の絆の深さをいま一度考え

てもらうことを目的に、今年３月から実施しています。

今回、皆さまのご協力により貴重なお手紙を頂きましたのでご

披露いたします

平
成
十
四
年
六
月
か
ら
十
五
年
二
月
ま
で
の
間
、
母
と
子
の
健
康
教
室
を
開
催
し

生
活
状
況
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
有
効
回
答
百
九
十
二
人
で
一
～
十
二
歳
の
子
を
対
象
）

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
項
目
抜
粋

①

食
事
の
状
況

朝
食
は
必
ず
食
べ
ま
す
か
？

食
べ
る
子
は
八
十
五
・
四
％
で
食
べ
な
い

子
は
十
四
・
六
％
で
し
た
。
食
べ
な
い
子
の

理
由
と
し
て
、
遅
く
ま
で
寝
て
い
る
、
食
べ

た
く
な
い
、
朝
食
が
で
き
て
い
な
い
等
が
あ

り
ま
し
た
。
欠
食
状
況
か
ら
十
四
・
六
％
の

子
供
達
は
、
朝
寝
坊
型
の
生
活
に
な
っ
て
い

る
（
ふ
く
ろ
う
族
）
朝
食
の
欠
食
は
、
学
業

へ
の
影
響
や
、
排
便
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
肥

満
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
増
加
等
の
原
因
と

も
な
り
ま
す
。

②

運
動
の
状
況

運
動
を
し
て
い
ま
す
か
？

運
動
を
し
て
い
る
子
が
八
十
五
・
四
％
で

運
動
を
し
て
い
な
い
子
は
、
十
四
・
六
％
あ

り
、
運
動
を
し
な
い
子
は
ど
の
よ
う
に
過
ご

し
ま
す
か
？
に
対
し
、〔
重
複
回
答
あ
り
〕

テ
レ
ビ
を
見
る
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
す
る
、

ビ
デ
オ
を
見
て
過
ご
し
て
い
る
。
運
動
を
し

て
い
な
い
子
は
、
肥
満
と
の
関
係
も
深
く
な

り
ま
す
。

③

お
や
つ
の
状
況

お
や
つ
の
量
や
時
間
を
決
め
て
い
ま
す
か
？

時
間
を
決
め
て
い
る
子
は
、
六
十
八
・
八

％
で
お
や
つ
の
回
数
は
三
回
以
上
が
三
十
一
・

二
％
で
欲
し
い
時
に
欲
し
い
だ
け
与
え
る
傾

向
が
み
ら
れ
る
。
ダ
ラ
ダ
ラ
喰
い
は
、
む
し

歯
や
肥
満
に
な
り
易
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

④

歯
磨
き
の
状
況

歯
磨
き
を
し
て
い
ま
す
か
？

歯
磨
き
を
す
る
子
は
八
十
二
・
四
％
で
、

一
日
に
二
回
磨
く
子
が
多
く
、
五
十
二
・
七

％
で
し
た
。
歯
磨
き
は
十
七
・
六
％
の
子
ど

も
が
し
て
お
ら
ず
、
歯
肉
に
所
見
が
あ
る
も

の
や
歯
垢
の
沈
着
が
低
年
齢
で
も
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
歯
磨
き
は
、
む
し
歯
や
歯
肉
炎

の
予
防
手
段
と
も
な
り
ま
す
。

⑤

噛
む
回
数
の
状
況

一
口
何
回
噛
ん
で
食
べ
ま
す
か
？

食
事
を
口
に
入
れ
て
噛
む
回
数
は
十
回
が

一
番
多
く
四
十
八
・
四
％
で
し
た
。

一
口
何
回
噛
む
か
？
の
問
で
、
二
十
回
以

上
噛
ん
で
食
べ
る
子
ど
も
は
十
・
四
％
、
噛

む
こ
と
は
あ
ご
の
発
達
、
消
化
吸
収
、
満
腹

感
、
肥
満
の
予
防
な
ど
関
係
が
深
い
。

健
康
日
本
二
十
一
の
中
で
、
子
ど
も
の
健

康
づ
く
り
目
標
は
、
①
朝
食
の
欠
食
を
な
く

す
②
肥
満
を
減
ら
す
③
む
し
歯
を
な
く
す
、

が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
ふ
ま
え
、
愛
育
班
と
協
力
の
も
と
、

本
町
の
子
供
た
ち
が
、
心
身
と
も
健
全
に
育

成
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
本
年
度
も
、
母
と
子

の
健
康
教
室
を
七
月
か
ら
開
催
す
る
予
定
で

す
。

保護者からの
１枚のハガキ 斎 藤 初 美

義務教育を終え、巣立ち間近のある日、娘から

の１枚のハガキが届きました。

その淡々とした文面の中には、死別した父親へ

の思い、それから７年間、父親代わりとなり見守

り育ててくれた祖父母や叔父たち、周囲の人々や

姉への思い、そしてさらに８年間育ててくれた義

父や義弟妹への思いが詰まっていました。

ハガキの文章の終りに私（母）へのことばが一

言、『サンキュウ』でした。しかし、その『サン

キュウ』で涙が溢れ、《今まで育ててきて良かっ

た。これからも頑張ろう》と思えました。

実際、思春期に入り、母親にたいしての風当た

りが特にきつかっただけに、この１枚のハガキで

心が癒されました。

今日まで存在さえ知らなかった「勝浦町更生保

護女性会」ですが、夢と希望を与える素晴らしい

活動を継続していってください。この度はハガキ

のご寄附はもとより感動を頂き本当にありがとう

ございました。

母
と
子
の
健
康
教
室
に
お
け
る

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
ま
と
ま
る

▲

ハ
ガ
キ
を
渡
す
中
会
長
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ククリリーーンン情情報報

７月 ガラスびん収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

第
２
火
曜
日

（８日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
３
火
曜
日

（15日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

中 山 集 会 所 前

７

月

19

日

（土）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東林庵前（いちょうの木付近）

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ゴミフェンス横

第

５

火

曜

日
（29日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ゴミフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久 保 の 内 フ ェ ン ス 横

長 福 寺 前 フ ェ ン ス 横

旧ＪＡ坂本出張所上ゴミフェンス横

７月
収集日 地 区 設 置 場 所

第
１
月
曜
日

（７日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前
ＪＡ生比奈支所保冷庫前

（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

第
２
月
曜
日

（14日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

消 防 詰 所 横

７

月

22

日

（火）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

パ チ ン コ 店 前 道 路 南 側

大 井 堰 碑 の 前

第

４

月

曜

日

（28日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

古紙の回収にご協力を
ボランティアグループ「勝浦を考える会」

指 定 場 所 勝浦町大字中角・勝浦町農村婦人の家
敷地内リサイクル保管庫
回収日の５日前から指定場所に置けます。
それまでは、ご家庭で保管ください。

古紙の分別方法 段ボール
新 聞 紙

チラシが入っているのは大丈夫です。それ以
外は入れないでください。

古 本
同じ種類の本に分けてください。厚い表紙は、
破って段ボールの方へ入れてください。

※段ボール、新聞紙、古本はそれぞれひもで縛ってください。

今月の回収日 ７月５日 午前９時まで●

七
月
二

日

●

七
月
十
六
日

※
登
録
し
て
い
る
犬
の
場
合
は
印
鑑
と

鑑
札
が
必
要
で
す
。

【
お
願
い
】

犬
の
放
し
飼
い
が
増
え
て
い
ま
す
。

放
し
飼
い
や
捨
て
犬
は
、
社
会
の
迷

惑
に
な
り
ま
す
。
責
任
を
持
っ
て
飼

い
ま
し
ょ
う
。

不用犬の
引き取り日

あき缶（アルミ缶殴スチール缶）収集日程表

（水）

（土）

（水）

（１）
（２）

（３）
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障
害
の
状
況
や
遠
隔
地
で
あ
る
等
の
理

由
に
よ
り
、
障
害
者
更
生
相
談
所
に
直
接

出
向
く
こ
と
が
で
き
な
い
方
を
対
象
に
、

勝
浦
町
に
お
い
て
巡
回
相
談
が
行
わ
れ
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日

時

平
成
十
五
年
九
月
一
日

受
付
時
間

午
前
十
時
～
十
一
時
三
十
分

費

用

無

料

相
談
科
目

耳
鼻
科

場

所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

予

約

先

勝
浦
町
福
祉
課

二
―
一
五
〇
二

（
相
談
例
）
身
体
障
害
者
の
方
で
補
聴
器

の
交
付
を
希
望
す
る
等

も
う
す
ぐ
楽
し
み
な
夏
休
み

で
も
夏

休
み
に
入
っ
て
か
ら
生
活
リ
ズ
ム
が
崩
れ

る
ケ
ー
ス
が
…
そ
こ
で
夏
休
み
を
、
子
ど

も
た
ち
の
中
で
す
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

一
日
の
生
活
内
容

登
所→

学
習→

遊
び→

弁
当→

休
憩

→

プ
ー
ル→

お
や
つ→

遊
び→

片
付
け
・

掃
除→

迎
え

行
事
活
動
と
し
て
は
、
手
作
り
ラ
ン
チ
・

お
や
つ
、
お
誕
生
会
、
水
質
調
査
＆
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

指
導
員
や
友
だ
ち
と
一
緒
な
の
で
宿
題

も
で
き
ま
す
。

保
護
者
が
外
で
働
い
て
い
な
く
て
も
希

望
が
あ
れ
ば
お
預
か
り
し
ま
す
。

保
育
期
間
・
時
間
・
休
日

期
間
…
七
月
十
九
日
～
八
月
三
十
一
日

時
間
…
午
前
七
時
三
十
分
～

午
後
六
時
三
十
分
ま
で

※
但
し
、
児
童
の
み
で
登
所
・
帰
宅

す
る
場
合
は
午
前
九
時
～
午
後
五

時
ま
で

休
日
…
日
曜
日
・
国
民
の
休
日
・

八
月
十
二
～
十
五
日

保
育
料
お
よ
び
入
所
金

保
育
料
…
前
払
い
（
お
や
つ
代
込
み
、
昼

食
は
弁
当
持
参
）

七
月
は

四
、〇
〇
〇
円
、

八
月
は
一
二
、〇
〇
〇
円

同
時
に
兄
弟
姉
妹
で
入
所
す
る

か
た
は
割
引
制
度
が
あ
り
ま
す
。

入
所
金
…
一
人
三
、
〇
〇
〇
円
。
入
所
時

に
集
金
し
ま
す
。

申
し
込
み
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

横
瀬
小
学
校
内
た
け
の
こ
ク
ラ
ブ
事
務
局

二
―
二
〇
五
五

時
間
帯平

日

午
後
一
時
～
六
時

土
曜
日

午
前
九
時
～
午
後
六
時

イベント
催し物

身
体
障
害
者

巡
回
相
談
の
お
知
ら
せ

夏
休
み
期
間
中

学
童
ク
ラ
ブ
員
募
集
中
!!

総 務 課 ２－２５１１
soumu@town.katsuura .tokushima .jp
議会事務局 ２－２５１３
gikai@town.katsuura .tokushima .j p
住 民 課 ２－１５０１
jyumin@town.katsuura .tokushima .j p
福 祉 課 ２－１５０２
fukusi@town.katsuura.tokushima .j p

税 務 課 ２－１５０３
zeimu@town.katsuura.tokushima .j p
産業振興課 ２－１５０５
sangyo@town.katsuura.tokushima.jp
建 設 課 ２－１５０６
kensetu@town.katsuura .tokushima .jp
教育委員会 ２－２５１５
（夜間 福祉センター）
kyouiku@town.katsuura.tokushima.jp

アア ララ カカ ルル トト報報情情

募 集

（月）
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ナ
イ
タ
ー
設
備
、
体
育
館
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
等
の
社
会
教
育
施
設
の
利
用
時
間
は
、

午
後
十
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
部
の
方
に
お
い
て

午
後
十
時
を
超
え
て
利
用
さ
れ
て
い
る
事

例
が
見
う
け
ら
れ
ま
す
。

社
会
教
育
施
設
の
利
用
に
つ
き
ま
し
て

は
、
午
後
十
時
に
は
利
用
を
終
了
し
、

｢

か
ぎ｣

を
返
却
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
次
の
施
設
に
お
い
て
、
他
の
利

用
者
の
方
が
困
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

<

星
谷
運
動
公
園>

１

ご
み
は
絶
対
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

２

動
物
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

３

犬
、
猫
等
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
の
後
始
末

を
お
願
い
し
ま
す
。

４

車
両
等
で
進
入
し
、
グ
ラ
ン
ド
を
傷

め
な
い
で
く
だ
さ
い
。

５

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
ゲ
ー
ト
を
抜
か

な
い
で
く
だ
さ
い
。

<

各
グ
ラ
ン
ド>

１

ご
み
は
絶
対
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

２

使
用
後
は
整
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

<

各
体
育
館>

１

ご
み
は
絶
対
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

２

使
用
後
は
整
理
整
頓
を
お
願
い
し
ま

す
。

な
お
、
各
施
設
の
利
用
の
際
に
は
、
必

ず
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
最
近
、
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、

タ
バ
コ
の
吸
殻
等
の
ご
み
が
多
数
捨
て

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
グ
ラ
ン
ド
に
ご
み

を
捨
て
な
い
よ
う
、
ま
た
使
用
後
は
、

清
掃
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
重
ね

て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日

時

毎
週
水
曜
日

午
前
十
時
～
十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所
（
リ
ズ
ム
室
・
園
庭
）

二
―
三
〇
七
七

対
象
者

〇
歳
～
五
歳
児

家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い
る
子
ど

も
と
保
護
者

育
児
相
談
事
業

一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
私
達
を
話
し
相

手
に
気
分
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
、
ビ
タ

ミ
ン
愛
の
補
給
を
し
、
明
日
か
ら
の
育
児

や
仕
事
の
活
力
に
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
時
間

平
日
午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

内

容

乳
幼
児
に
関
す
る
来
所
相
談

・
電
話
相
談

固
定
資
産
税
は
、
一
月
一
日
現
在
の
土

地
・
家
屋
・
償
却
資
産
の
所
有
者
に
対
し

課
税
さ
れ
ま
す
。

土
地
に
つ
い
て
は
、
現
況
課
税
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

地
目

(

田
・
畑
・
宅
地
・
山
林
等)

を

変
更
し
た
場
合
は
地
目
変
更
届
を
し
て
く

だ
さ
い
。

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
家
屋
滅
失

届
を
、
用
途
を
変
更
し
た
と
き
用
途
変
更

届
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
家
屋
の
表
示
が
さ
れ
て
い
な
い

建
物
は
、
大
字
・
字
・
番
地
を
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

こ
れ
ら
の
届
出
は
、
印
鑑
を
ご
持
参
の

う
え
、
町
役
場
税
務
課
に
備
え
付
け
の
用

紙
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
税
務
課

二
―
一
五
〇
三

お知らせ社
会
教
育
施
設
の
利
用

に
つ
い
て

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
か
ら
の
お
知
ら
せ

七
月
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

16日 ９ 日 ２ 日

○

室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

○

乳
幼
児
の
食
事
（
離
乳
食
を
含
む
）

指
導

指
導
者
…
上
村
栄
養
士

○

六
月
生
ま
れ
の
お
誕
生
会

○

水
遊
び
を
す
る

○

室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

○

保
健
師
さ
ん
に
よ
る
健
康
相
談
と

身
体
測
定

○

更
生
保
護
女
性
会
来
所

○

風
鈴
づ
く
り
を
す
る

○

わ
ん
ぱ
く
教
室
（
七
夕
）
の
集
い

・
生
比
奈
保
育
所
の
友
達
と
歌
を
歌
っ

た
り
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
す
る

・
お
店
遊
び
に
参
加
す
る

○

講
演
会
…
講
師

梅
田
俊
作
氏

税

務

課

固
定
資
産
の
地
目
等
の

変
更
届
に
つ
い
て

（水）（水）（水）
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国民年金だより

国民年金は、20歳から60歳まで保険料を納めなければなりませんが、その間には
経済的な事情などで保険料を納めることが困難な場合もあります。
そんなとき、国民年金には本人の申請によって保険料を免除する制度があります。
ただし、学生納付特例制度が利用できる学生さんは適用されません。

全 額 免 除

〇保険料を全額 (月額13,300円) 免除し
ます。

〇全額免除された期間は、年金額を計算
するときには、保険料を全額納付した
期間と比べて３分の１の額に減額され
ます。

半 額 免 除

〇保険料の半額 (月額6,650円) 免除し、
半額を納付します。平成14年４月より
新設されました。

〇半額免除された期間は、年金額を計算
するときには、保険料を全額納付した
期間と比べて３分の２の額で計算され
ます。ただし、半額の保険料を２年以
内に納付しなければ保険料未納期間と
して扱われます。

お問合せ先
徳島南社会保険事務所 088-652-3111
勝浦町住民課 2-1501

出
張
年
金
相
談
所
の

開

設
！

平
成
十
五
年
四
月
か
ら
毎
月
一

回
（
第
二
木
曜
日
）
出
張
年
金
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

当
日
、
徳
島
南
社
会
保
険
事
務

所
か
ら
係
官
が
二
名
来
町
し
、
年

金
全
般
に
わ
た
る
相
談
に
応
じ
て

く
れ
ま
す
。

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
制
度
の

こ
と
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
に

関
す
る
こ
と
な
ど
現
在
年
金
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た
こ
れ
か

ら
請
求
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
な

ど
、
ど
な
た
で
も
無
料
で
相
談
で

き
ま
す
。

お
気
軽
に
相
談
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

★
日

時

平
成
十
五
年
七
月
十
日

午
前
十
時
～
午
後
三
時
ま
で

★
場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

（
一
階
相
談
室
）

★
そ
の
他

年
金
を
受
給
さ
れ
る
前
の
方
は

年
金
手
帳
を
、
年
金
を
受
給
さ

れ
て
い
る
方
は
、
年
金
証
書
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

お詫びと訂正

６月号の国民年金だよりのページで老齢福祉基金は誤りで正しくは老齢福祉年金です。

「国民年金
保険料申請免除」
があります。

納付が困難なとき…

対象者は？
◆前年の所得(収入)が少なく、保険料を著しく困難な人

世帯全員の所得 (収入) が審査の対象となりますの

で、免除の対象となる所得 (収入) は、世帯構成によっ

て異なってきます。

◆障害者または寡婦であって、前年の所得が125万円以

下の人

◆生活保護法による生活扶助以外の扶助をうけている人

◆その他、特例的な事由による場合

承認期間は？
◆申請は、前年の所得 (収入) を確認する必要がありま

すので毎年度必要です。

これまで免除承認期間は「４月～翌年３月」でした

が、平成14年度から「７月～翌年６月」に変更されま

した。

「追納制度」って何？
◆免除が承認された期間については、10年以内であれば

保険料をさかのぼって納めることができます。当時の

保険料額に加算額がつきますが、追納することで将来

受け取る年金額を満額に近づけることができます。
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平
成
十
五
年
六
月
十
日
付
け
で
、
倉
橋

孝
明
助
役
が
任
期
満
了
に
伴
い
退
任
さ
れ

ま
し
た
。

在
任
期
間
中
は
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。倉

橋
前
助
役
の
退
任
に
伴
い
、
六
月
十

三
日
の
平
成
十
五
年
度
勝
浦
町
議
会
六
月

定
例
会
に
お
い
て
、
同
意
を
得
、
六
月
十

四
日
に
中
田
丑
五
郎
氏
（
前
町
議
会
議
員
）

が
新
し
く
勝
浦
町
助
役
に
就
任
し
ま
し
た
。

こ
ん
な
と
き
に
はご

相
談
を

今
年
は
、
検
察
審
査
会
法
が
施
行
さ
れ

て
五
十
五
周
年
に
当
た
り
ま
す
。
交
通
事

故
な
ど
の
被
害
に
あ
っ
た
の
に
検
察
官
が

そ
の
事
故
の
加
害
者
を
裁
判
に
か
け
て
く

れ
な
い
。（
不
起
訴
処
分
）

こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
そ
の
不
起
訴
処

分
の
よ
し
あ
し
を
審
査
す
る
、
そ
れ
が
検

察
審
査
会
制
度
で
す
。
こ
ん
な
不
満
を
お

持
ち
の
方
は
、
検
察
審
査
会
に
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
し

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
徳
島
検
察
審
査
会
事

務
局
（
徳
島
地
方
裁
判
所
内
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
〇
八
八
―
六
五
二
―
三
一
四
一
）

五
十
五
周
年
を
迎
え
た

検
察
審
査
会

勝
浦
町
助
役
に

中
田
丑
五
郎
氏
（
久
国
）
を

新
し
く
選
任

中田丑五郎氏

残
そ
う
今
の
ま
ち
の
姿
を
…

会
員
と
作
品
募
集

私
た
ち
会
員
は
、
写
真
と
い
う
趣

味
を
通
じ
て
少
し
で
も
皆
さ
ん
の
お

役
に
立
ち
た
い
と
思
い
、
色
々
な
企

画
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

現
在
作
品
も
勝
浦
病
院
と
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
喜
楽
苑
に
展
示
し
、

二
ケ
月
ご
と
に
作
品
を
取
り
替
え
て

い
ま
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
一
度
見

に
き
て
く
だ
さ
い
。
迷
カ
メ
ラ
マ
ン

・

た
ち
の
力
作
で
す
の
で
…

▼
会
員
資
格

勝
浦
町
在
住
の
方

▼
作

品

勝
浦
町
の
現
在
の
風

景
や
生
活
、
催
し
か
ら
神
社
仏
閣

な
ど

▼
四
つ
切
り

白
黒
、
カ
ラ
ー
い
ず

れ
も
可
、
作
品
に
は
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
撮
影
場
所
、
日
時
を

▼
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
が
、
大
切

に
保
存
し
、
後
世
に
引
き
継
い
で

い
き
ま
す
。
恐
ら
く
百
年
二
百
年

後
に
は
あ
な
た
の
作
品
が
す
ば
ら

し
い
ま
ち
の
宝
に
…

▼
締
切
日

平
成
十
五
年
十
二
月
二
十
日
ま
で

▼
送
り
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
久
国

岡

慶
次
郎

二
―
二
三
二
〇

主
催

写
真
集
団
や
ま
び
こ

今
し
か
な
い
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
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以
前
、
私
の
家
の
近
所
に
在
日
朝
鮮

人
の
方
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。
近
所
の

人
達
も
、
何
と
な
く
関
わ
り
を
さ
け
、

何
か
あ
る
と
す
ぐ
に
、

「
朝
鮮
人
の
く
せ
に
」

な
ど
と
言
う
言
葉
を
そ
の
人
達
が
い
る

前
で
、
聞
こ
え
る
よ
う
に
言
う
の
で
す
。

そ
の
人
達
と
は
一
切
関
わ
り
た
く
な
い

と
い
う
近
所
の
人
達
の
態
度
を
今
で
も

よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

一
体
何
故
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ

た
り
、
し
た
り
す
る
の
か
そ
の
頃
は
よ

く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
家

族
か
ら
は
、「
あ
ま
り
関
わ
る
な
。
近
づ

く
な
。
」
と
言
わ
れ
て
い
た
だ
け
で
し

た
。
そ
の
う
ち
に
私
も

朝
鮮
人
は
嫌

な
人
種
な
ん
だ

と
理
由
も
わ
か
ら
な

い
ま
ま
、
勝
手
に
思
い
込
ん
で
い
っ
た

の
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
私
の
考
え
は
、
ま
っ

た
く
間
違
っ
て
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と

に
気
づ
き
ま
し
た
。
人
権
学
習
を
し
て

い
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
ち
ょ
う
ど
外

国
人
差
別
と
い
う
の
が
あ
り
、
気
に
な
っ

た
の
で
読
ん
で
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

日
本
人
が
行
っ
た
外
国
人
に
対
し
て
の

差
別
の
こ
と
が
書
い
て
あ
っ
た
の
で
す
。

一
番
気
に
な
っ
た
の
は
、
あ
る
人
が
外

国
に
旅
行
を
し
て
、
ド
イ
ツ
人
に
間
違

え
ら
れ
た
と
言
っ
た
と
き
、
誰
も
何
も

言
わ
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
朝
鮮
人
に

間
違
え
ら
れ
た
と
言
っ
た
ら
そ
の
話
を

聞
い
た
人
が
笑
っ
た
と
い
う
の
で
す
。

こ
の
文
章
を
読
ん
だ
と
き
、
ふ
と
何
か

ひ
っ
か
か
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
は
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
、
私

の
心
の
中
で
、
以
前
の
自
分
の
姿
と
こ

の
笑
っ
た
人
物
と
が
重
な
っ
て
き
ま
し

た
。
私
や
家
族
、
近
所
の
人
達
が
し
て

い
る
こ
と
と
似
て
い
る
よ
う
に
思
え
た

の
で
す
。
こ
の
他
に
も
書
い
て
あ
っ
た

文
章
も
同
じ
よ
う
に
、
ひ
っ
か
か
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
よ
く
考
え
て
み

れ
ば
こ
れ
は
、
あ
き
ら
か
に
偏
見
と
言

え
ま
す
。
朝
鮮
の
人
が
嫌
な
人
種
な
ど

と
言
う
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
風
に
決
め
つ
け
る
理
由
な
ど
ま
っ

た
く
な
い
の
で
す
。
そ
れ
な
の
に
私
た

ち
日
本
人
は
朝
鮮
人
の
こ
と
を
勝
手
に

嫌
な
人
種
だ
と
決
め
つ
け
て
差
別
し
て

い
る
の
で
す
。
な
ん
だ
か
自
分
が
と
て

も
恥
ず
か
し
く
な
り
ま
し
た
。
歴
史
を

振
り
返
る
と
、
日
本
人
は
、
韓
国
・
朝

鮮
の
人
々
に
ひ
ど
い
こ
と
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
過
去
に
お
い
て
し

た
こ
と
で
あ
っ
て
、
現
在
は
も
う
な
い

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
そ

の
考
え
は
間
違
っ
て
い
ま
し
た
。
確
か

に
、
戦
争
当
時
の
よ
う
に
身
体
を
傷
つ

け
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
と
思
う
け
れ

ど
、
私
の
様
な
勝
手
な
思
い
込
み
や
偏

見
で
そ
の
人
達
の
心
を
深
く
傷
つ
け
て

い
た
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
気
づ
い
て

か
ら
、
私
の
考
え
が
変
わ
り
ま
し
た
。

今
は
朝
鮮
の
人
達
の
こ
と
を
嫌
だ
と
は

少
し
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、

あ
ん
な
こ
と
を
思
っ
て
い
た
自
分
の
方

が
嫌
に
な
り
ま
す
。
た
と
え
許
し
て
も

ら
え
な
く
て
も
あ
の
と
き
の
こ
と
を
謝

り
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に

な
り
ま
す
。

こ
の
偏
見
と
い
う
の
は
何
も
韓
国
・

朝
鮮
の
人
達
に
対
し
て
の
問
題
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
か
の
外
国
の
人
々

や
、
障
害
を
持
っ
た
人
、
被
差
別
部
落

の
生
ま
れ
の
人
、
そ
う
い
っ
た
人
達
に

対
し
て
の
偏
見
と
い
う
も
の
も
あ
り
ま

す
。
偏
見
と
い
っ
て
も
私
や
近
所
の
人

が
言
っ
て
い
た
も
の
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
と
え
ば

あ
の
子
少
し
変
わ
っ

て
る

そ
う
い
っ
た
何
気
な
い
一
言
で

な
る
べ
く
そ
の
子
と
関
わ
ら
な
い
よ
う

に
し
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？
も
し
も
、
今
ま
で
に
そ
ん
な
こ

と
を
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
な
ら
、
よ

く
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
偏
見
は
必

ず
差
別
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
か
ら
。

人
種
差
別

こ
の
言
葉
は
あ
ま
り

日
本
に
は
関
係
の
な
い
言
葉
の
よ
う
に

思
っ
て
し
ま
う
と
き
が
あ
り
ま
す
。
で

も
、
こ
の
国
際
化
の
時
代
を
生
き
る
私

達
も
、
も
っ
と
真
剣
に
考
え
る
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。
日
韓
共
同
で
行
わ
れ
て

い
た
Ｗ
杯
。
韓
国
で
は
日
本
の
チ
ー
ム

を
応
援
し
、
私
達
も
韓
国
の
チ
ー
ム
を

応
援
し
ま
し
た
。
国
境
も
人
種
も
関
係

な
い
の
で
す
。
同
じ
人
間
と
し
て
、
共

に
喜
び
合
い
、
笑
い
合
う
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。
一
人
一
人
が
自
分
の
考
え

を
し
っ
か
り
と
持
っ
て
、
勝
手
な
思
い

込
み
、
偏
見
と
い
う
も
の
を
な
く
し
て

い
け
ば
、
差
別
の
壁
を
こ
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

法
務
省
・
全
国
人
権
擁
護
委
員

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
作
文
集
か
ら

か た り あ う ペ ー ジ

差別の壁を
こえるとき



13

裏
方
に
て
っ
し
ピ
エ
ロ
の
泣
き
笑
い

久
国

美
馬
真
由

裏
口
で
入
学
し
て
も
大
威
張
り

与
川
内

武
田
裸
天

裏
の
な
い
友
一
生
の
宝
も
の

棚
野

殿
川
早
苗

衛
星
で
裏
も
表
も
な
い
地
球

立
川

岩
本
よ
し
お

裏
切
り
も
書
い
て
忘
れ
て
日
記
帳

坂
本

平
尾
智
男

何
気
な
い
言
葉
の
裏
に
あ
る
未
練

立
川

前
田
千
恵

広
告
の
裏
に
メ
モ
し
て
あ
る
温
み

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

Ｂ
面
で
世
に
出
る
春
を
待
っ
て
い
る

横
瀬

中
田
万
里

〈
評
〉
裏
と
い
う
題
で
Ｂ
面
を
発
想
し
た
の
が

面
白
い
と
思
っ
た
。
Ａ
面
で
は
出
ら
れ
な
い

と
悟
っ
て
い
る
自
分
の
力
を
、
せ
め
て
世
に

出
し
た
い
欲
望
は
、
誰
に
で
も
共
通
す
る
こ

と
で
は
あ
る
ま
い
か
。
共
感
の
持
て
る
句
で

あ
る
。

男
女
と
も
ら
し
さ
世
に
つ
れ
薄
れ
行
く

横
瀬

前
田
好
月

え
ら
い
の
は
男
の
方
と
育
て
ら
れ

棚
野

殿
川
早
苗

男
よ
り
男
演
じ
る
芸
達
者横

瀬

関
東
紀
美

同
窓
会
古
希
を
す
ぎ
て
も
男
の
子

立
川

堀

梅
子

ど
う
ど
う
と
女
が
唄
う
男
歌

棚
野

島

つ
と
む

嘘
を
言
う
そ
ん
な
男
に
見
え
ま
す
か

中
山

山
下
ふ
さ
を

男
な
ら
心
で
泣
い
た
時
も
あ
る

与
川
内

武
田
裸
天

一
度
で
は
引
け
ぬ
男
の
意
地
が
あ
る

沼
江

駒
津
こ
つ
ゆ

叶
う
な
ら
今
度
男
に
生
ま
れ
た
い

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

〈
評
〉
男
女
共
同
参
画
社
会
と
言
わ
れ
な
が
ら

も
、
ま
だ
ま
だ
生
活
の
中
に
残
っ
て
い
る
男

性
社
会
。
そ
れ
も
農
村
や
田
舎
の
方
に
多
い

だ
ろ
う
か
？
そ
の
う
ち
女
の
人
の
強
さ
が
男

を
そ
し
て
父
権
を
弱
く
し
て
「
今
度
女
に
生

ま
れ
た
い
」
男
の
泣
き
声
が
聞
こ
え
て
く
る

だ
ろ
う
。

偏
頭
痛
ボ
ケ
ナ
ボ
ケ
ナ
と
波
を
う
つ

久
国

美
馬
真
由

こ
の
人
の
様
に
老
い
た
い
敬
老
日

横
瀬

関
東
紀
美

ま
だ
炬
燵
あ
る
の
に
外
は
梅
雨
の
空

横
瀬

呑
口
精
一
郎

地
球
儀
を
回
し
世
界
の
ニ
ュ
ー
ス
見
る

立
川

岩
本
よ
し
お

争
い
を
止
め
て
地
球
を
み
ま
せ
ん
か

棚
野

田
中
思
葦

決
め
ら
れ
た
運
へ
努
力
の
色
を
塗
る

棚
野

田
中
思
葦

百
姓
の
寄
り
合
い
猿
や
鹿
の
事

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

納
得
が
出
来
な
い
ま
ま
に
妥
協
す
る

横
瀬

日
下
美
里

受
験
子
の
窓
へ
今
夜
も
声
か
け
る

横
瀬

日
下
美
里

納
得
し
子
に
付
き
添
わ
れ
手
術
室

横
瀬

桜
木
千
代

日
当
た
り
の
窓
辺
は
猫
が
占
領
す

横
瀬

桜
木
千
代

窓
越
し
に
天
気
褒
め
合
う
両
隣

棚
野

穏
台

綾

痛
む
足
亡
母
の
苦
痛
が
今
わ
か
る

棚
野

穏
台

綾

此
処
だ
け
の
話
と
友
は
み
な
喋
る

立
川

堀

梅
子

花
で
さ
え
今
日
を
し
っ
か
と
生
き
て
い
る

棚
野

島

つ
と
む

容
赦
な
く
回
る
時
計
が
憎
ら
し
い

坂
本

平
尾
智
男

母
の
日
の
母
が
元
気
で
居
て
く
れ
る

中
山

山
下
ふ
さ
を

未
練
な
ど
な
い
よ
と
言
え
ば
嘘
に
な
る

立
川

前
田
千
恵

執
着
を
捨
て
て
流
れ
る
水
に
な
る

生
名

岩
本
敏
子

今
日
も
ま
た
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
で
暮
れ
て
行
く

横
瀬

呑
口
精
一
郎

鍬
に
鎌
ケ
イ
タ
イ
も
持
ち
野
良
に
出
る

横
瀬

前
田
好
月

う
ろ
た
え
る
心
お
ぼ
ろ
の
窓
に
寄
る

沼
江

駒
津
こ
つ
ゆ

タ
ク
ト
振
る
嫁
の
笑
顔
に
逆
ら
え
ぬ

横
瀬

中
田
万
里

憧
憬
と
な
っ
て
心
の
奥
に
住
む

生
名

岩
本
敏
子

〈
評
〉
何
と
い
う
品
格
と
深
い
愛
情
の
あ
る
句

で
あ
ろ
う
か
。
今
月
の
雑
詠
は
特
に
立
派
な

句
が
多
か
っ
た
が
、
中
で
も
い
ぶ
し
銀
の
よ

う
な
良
さ
を
持
っ
て
い
る
。
作
者
に
は
一
生

の
作
句
の
中
で
も
代
表
作
品
と
し
て
の
価
値

を
残
し
て
も
ら
い
た
い
。

「

裏

」

題
秀

句

「

男

」

題
秀

句

雑

詠

長
野
と
く
は
る

選

か
つ
う
ら
柳
壇

秀

句

次
回
作
品
募
集

七
月
五
日
締
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸
山

香
月

八
月
一
日
締
切
り

短
歌
一
人
一
首

題

「
勝
浦
を
歌
う
」

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

※
県
外
・
町
外
の
方
々
の
ご
投
稿
も
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
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国保と医療費

を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か

成人病検診

勝浦町国民健康保険に加入している方で年齢が40歳から69

歳までの方および前期高齢受給者の方。ただし、老人保健

法による医療受給証の交付を受けられている方は対象にな

りません。

対 象 者

申し込み
方 法

申し込み
締 切 日

国民健康保険被保険者証、印鑑をご持参のうえ、勝浦町税

務課へお申し込みください。

定数になりしだい締め切ります。

※詳しくは勝浦町税務課国保係〈 ２-1503〉までお問い合わせ

ください。

人

間ドック

内科診察 血圧測定、身体測定

外科診察 甲状腺、乳ガン検診

尿 検 査 蛋白、糖、ウロビリノーゲン、潜血

便 検 査 ヒトヘモグロビン

血液検査 赤血球数、白血球数、血色素数、血小板数、

ヘマトクリット値、ＧＰＴ、ＧＯＴ、ＡＬＰ、ＬＤＨ、

ｒ‐ＧＰＴ、ＺＴＴ、Ｔ‐ＢｉＬ、ＬＡＰ、ＴＰ、

蛋白分画、Ｔ‐ＣＨＯ、ＴＧ、ＢＵＮ、ＵＡ、Ｎａ、

Ｃ１、Ｋ、クレアチニン、血糖、ＨＢＳ抗原、

ＨＤＬコレステロール、ＨＣＶ抗体Ⅲ

Ｘ線および超音波検査

胸部単純撮影、胃・十二指腸造影撮影、腹部超音波
心臓検査 心 電 図

36,000円（自己負担 5,400円・補助金額 30,600円）

国民健康保険勝浦病院

平成15年９月18日から10月28日までの病院指定日

30人（申し込み順とします）

脳ドック

神経学的検査、高次脳機能、血小板凝集脳検査、聴力検

査、ＭＲＩ(脳の断面図)、ＭＲＩ(脳血管の画像診断)、

頚部頚動脈

40,950円（自己負担 6,100円・補助金額 34、850円）

阿南共栄病院

平成15年９月25日から平成16年１月７日までの病院指定日

30人（申し込み順とします）



日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの等

３ 木 総 合 健 診 ８:00～10:00 生名センター 40歳以上の住民 問 診 票

７ 月 食生活改善推進員研修会 13:30～15:00 農村環境改善
セ ン タ ー 推 進 員

８ 火 婦人がん検診・骨粗鬆症検診 13:00～14:00 農村婦人の家 30歳以上の女性 問 診 票

９ 水 ディ・ケア たんぽぽの会 13:30～15:30
住 民 福 祉
セ ン タ ー 会 員

14 月 婦人がん検診・骨粗鬆症検診 13:00～14:00 農村環境改善
セ ン タ ー 30歳以上の女性 問 診 票

15 火

健 康 相 談 10:00～11:30 勝 浦 会 館 住 民 健 康 手 帳

健 康 相 談 13:30～15:00
中角 集 会所 住 民 問 診 票

介 護 者 教 室 15:00～16:00

16 水 妊 婦 教 室 10:00～14:00 農村環境改善
セ ン タ ー

妊 婦 エ プ ロ ン

17 木 総 合 健 診 ８:00～10:00 農村環境改善
セ ン タ ー 40歳以上の住民 問 診 票

18 金 ２歳児健康診査・歯科診査
（希望者にはフッ素塗布をします） 13:00～13:30 農村環境改善

セ ン タ ー
平成13年１月１日～６月
30日までに生まれた子 母子健康手帳

22 火 健康相談・母と子の健康教室 ９:30～14:30 沼江コミュニ
ティセンター

乳幼児とその家族 健 康 手 帳

23 水 総 合 健 診 ８:00～10:00 坂本 集 会所 40歳以上の住民 問 診 票

24 木 総 合 健 診 ８:00～10:00 農村環境改善
セ ン タ ー 40歳以上の住民 問 診 票

25 金 乳 児 健 康 診 査 13:30～14:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成14年12月１日～15年５
月31日までに生まれた子 母子健康手帳

28 月 健康相談・母と子の健康教室 ９:30～14:30 山西 集 会所 乳幼児とその家族 健 康 手 帳

29 火 健 康 相 談 ９:30～11:00 今山ふれあい
交 流 館 住 民 健 康 手 帳

30 水 健康相談・母と子の健康教室 ９:30～14:30 石原 集 会所 乳幼児とその家族 健 康 手 帳

31 木 総 合 健 診 ８:00～10:00 農村環境改善
セ ン タ ー 40歳以上の住民 問 診 票

の保健行事 〈お問い合わせ先 勝浦町福祉課保健師へ 2-1502〉

み ん な の 健 康

15

子宮頚がん、乳がんは女性特有のがんです。特

に、乳がんは年々増加傾向にあります。

婦人がんは早期がんであれば、ほとんど治すこ

とができますが、早期がんでは、自覚症状がない

ことが多いため、定期的にがん検診を受けること

が大切です。

今年も勝浦町では次の日程で婦人がん検診（乳

がん・甲状腺検診と子宮頚がん検診）と合わせて

骨粗鬆症検診を実施します。年に１回は受診し、

早期発見に努めましょう。

※検診料金については満70歳以上の人､生活保護世帯、

市町村民税非課税世帯の人は無料です。検診窓口にて
申し出てください。（ただし、骨粗鬆症検診は除く）

検診項目 内 容 対象年齢 検診料

子宮がん
検 診

問診、視診
子宮頚部の細胞診および内診

満30歳以上の女性 700円

乳 腺
甲 状 腺
検 診

問診と医師による視触診 満30歳以上の女性 600円

問診と医師による視触診
乳房Ｘ線検査（マンモグラフィ）

満50歳以上の女性のうち、
Ｘ線検査を希望される人

1,600円

骨粗鬆症
検 診

超音波にて骨量を測定する 満40歳・50歳の女性 500円

月 日 受付時間 実 施 場 所

７月８日 13:00～14:00 農村婦人の家

７月14日 13:00～14:00 農村環境改善センター

８月４日 13:00～14:30 農村環境改善センター

１．実施日時

２．実施内容

婦人がん検診を受けましょう。

（月）

（火）

（月）
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病 状

日本脳炎に感染しているブタから人へコガタアカイエ

蚊が介し、発病させる。潜伏期は７～10日で高熱・頭

痛・意識障害・けいれんなどを主徴とし、重症化する

ことがあります。

対象年齢
（定期接種）

１期初回 生後６～90月未満 ２回接種

１期追加 生後６～90月未満 １回接種

（１期初回終了後概ね１年おく）

２期 ９～13歳未満 １回接種

３期 14・15歳 １回接種

料 金 無 料

委託期間 平成15年５月１日～７月31日まで

医療機関 赤岩医院・勝浦病院・山西医院

予防接種説明書、予防接種ガイドブック、予防接種券等を

確認のうえ、計画性をもって定期予防接種内に受けましょう。

※任意接種となった場合は、自己負担額が5,000円となりま

すので、その場合医療機関窓口に直接支払ってください。

※接種を受ける場合は予約が必要ですので、あらかじめ医療

機関へ申し込みください。

お問い合わせ

勝浦町福祉課

保健師まで

２－1502

日 本 脳 炎

平成15年度日本脳炎の予防接種の期間は

７月31日までです。

に
注
意
！

①
生
鮮
食
品
に
注
意

②
手
や
調
理
器
具
は
常
に
清
潔
に

③
十
分
に
加
熱
を

④
調
理
後
は
す
み
や
か
に
食
べ
る

⑤
保
存
の
方
法

梅
雨
の
時
期
は
、
食
中
毒
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
次
の
事
柄
に
注
意
し
、
食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ

う
。

・
生
鮮
食
品
（
肉
、
魚
、
野
菜
な
ど
）
は
、
新
鮮
な
も

の
を
購
入
す
る
。

・
消
費
期
限
表
示
を
確
認
す
る
。

・
温
度
管
理
が
必
要
な
食
品
（
生
も
の
、
冷
凍
食
品
な

ど
）
は
最
後
に
購
入
す
る
。

・
調
理
の
前
に
手
を
よ
く
洗
う
。

・
調
理
器
具
（
包
丁
、
ま
な
板
、
ふ
き
ん
、
食
器
、
ス

ポ
ン
ジ
な
ど
）
は
洗
剤
・
流
水
で
よ
く
洗
い
、
煮
沸

や
塩
素
な
ど
で
消
毒
す
る
。

・
食
品
を
加
熱
す
る
と
き
は
、
中
心
部
が
七
十
五
℃
に

な
る
ま
で
一
分
間
以
上
加
熱
す
る
。

・
調
理
途
中
で
そ
の
ま
ま
に
し
な
い
。

・
調
理
前
、
調
理
後
、
長
く
放
置
し
な
い
。

・
残
っ
た
食
品
を
温
め
直
す
と
き
は
十
分
に
加
熱
す
る
。

・
時
間
が
た
っ
た
食
品
は
食
べ
な
い
よ
う
に
す
る
。

・
保
存
す
る
場
合
は
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
に
入
れ
る
。

・
冷
蔵
庫
は
十
℃
以
下
、
冷
凍
庫
は
マ
イ
ナ
ス
十
五
℃

以
下
で
保
存
す
る
。

・
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
の
入
れ
す
ぎ
（
七
割
程
度
が
目
安
）

に
注
意
す
る
。

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
を
受
け
て

病
気
を
予
防
し
ま
し
ょ
う



子
ど
も
映
画
会

十
二
日

午
後
二
時
～

図
書
館
二
階

視
聴
覚
室

民
話
を
語
り
継
ぐ
会

十
九
日

午
後
二
時
～

図
書
館
幼
児
室

お
は
な
し
会
（
紙
芝
居
）

二
十
七
日

午
後
二
時
～

図
書
館
幼
児
室

県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

二
日
・
九
日
・
十
六
日

二
十
三
日
・
三
十
日

休

館

日

七
日
・
十
四
日
・
二
十
一
日

二
十
八
日
・
三
十
一
日

※
図
書
館
が
閉
ま
っ
て
い
る
時
の
返

却
本
は
玄
関
横
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

新
着
図
書
一
部
紹
介

黒
い
自
画
像

阿
刀
田

高

約
束
の
冬

上
・
下

宮
本

輝

寂
夜

玄

月

吾
、
器
に
過
ぎ
た
る
か

佐
藤
雅
美

セ
カ
ン
ド
・
サ
イ
ト

中
野
順
一

殺
し
屋
シ
ュ
ウ

野
沢

尚

真
相

横
山
秀
夫

棟
居
刑
事
の
東
京
夜
会

森
村
誠
一

ヤ
ス
ケ
ン
の
海

村
松

友

玄
冶
店
の
女

宇
江
佐
真
理

剣
客
春
秋

―
女
剣
士
ふ
た
り
ー

鳥
羽

亮

燃
え
よ

刑
務
所

戸
梶
圭
太

生
誕
祭

上
・
下

馳

星
周

脇
役

―
慶
次
郎
覚
書
―

北
原
亜
以
子
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★
小
学
校
低
学
年
の
部

・
ワ
ニ
ぼ
う
の
こ
い
の
ぼ
り

内
田
麟
太
郎

・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

す
ご
い

中
川
ひ
ろ
た
か

・
い
の
ち
は
見
え
る
よ

及
川
和
男

★
小
学
校
中
学
年
の
部

・
ド
ン
グ
リ
山
の
や
ま
ん
ば
あ
さ
ん

富
安
陽
子

・
そ
し
て
、
カ
エ
ル
は
と
ぶ

広
瀬
寿
子

・
ダ
ン
ゴ
ム
シ

今
森
光
彦

★
小
学
校
高
学
年
の
部

・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
実
る
こ
ろ

ド
ロ
シ
ー
・
ロ
ー
ズ

・
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
桜
の
木

ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
ナ
ネ
ッ
テ
イ

・
ハ
ン
ナ
の
か
ば
ん

カ
レ
ン
・
レ
ビ
ン

★
中
学
校
の
部

・
水
底
の
棺

中
川
な
を
み

・
ホ
ワ
イ
ト
・
ピ
ー
ク
・
フ
ァ
ー
ム

バ
ー
リ
ー
・
ド
ハ
ー
テ
ィ

・
ド
ッ
グ
・
シ
ェ
ル
タ
ー

今
西
乃
子

★
高
等
学
校
の
部

・
エ
ミ
リ
ー
へ
の
手
紙

キ
ャ
ム
ロ
ン
・
ラ
イ
ト

・
難
民
少
年

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ゼ
フ
ァ
ニ
ア

・
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン

河
島
弘
美

漫画・ポスター教室
日 時 ７月25

午後２時～４時

場 所 福祉センター3階

講 師 松 下 義 和氏

関 東 誉 司氏

準備するもの

鉛筆・絵の具セット

＊用紙は図書館で用意しま

す。参加希望者は、７月

20日までに図書館へ申し

込んでください。

小･中・高校生対象の今年度の課題図書が揃いました。

小学校関係は各５冊、中学校各２冊、高校各１冊用意

しています。

夏休みに入ると利用者が急増しますので、課題図書に

限り、1人１冊、期間は５日以内を厳守して､ 限られた

期間内にたくさんの方に利用してもらえるよう、よろし

くお願いします。

課題図書そろいました

絵 画 教 室
日 時 7月29日

午前10時～12時まで

場 所 福祉センター１階

講 師 新 居 晋氏

丸 関 朋 子氏

準備するもの 鉛筆・絵の具セット

＊画用紙と画板は図書館で用意しま

す。

＊参加希望者は、７月24日までに図

書館へ申し込んでください。

七
月
の
行
事

図書館

だより

（火）

（土）
（日）

（土）

（金）
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５
月
16
日
～
６
月
15
日

（
敬
称
略
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う

大
字
棚
野
字
山
蔭

信
之

（
徳
島
市

三
木
文
子

◆
お
誕
生
お
め
で
と
う

仁
木
康
統

長
男

大
字
沼
江

）

字
橋
谷

律
子

新あ
ら

太た

今
山
匡
邦

長
女

大
字
中
角

）

字
東
山

真
紀

萌も

百も

葉は

お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
三
溪
字
栗
城

倉
瀬
静
子（
71
歳
）

大
字
三
溪
字
上
川
原

葭
本
福
美（
73
歳
）

大
字
久
国
字
原

金
澤
清
美（
65
歳
）

大
字
生
名
字
山
ノ
神

鶴
本
フ
ジ
ヱ（
85
歳
）

善

意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

５
月
16
日
～
６
月
15
日

折
宇
利
一
さ
ん
（
今
山
）

倉
瀬
好
吉
さ
ん
（
中
山
）

松
田
政
雄
さ
ん
（
久
国
）

大
上

要
さ
ん
（
山
西
）

葭
本
初
枝
さ
ん
（
横
瀬
）

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日 時 ７月25日 午前10時～午後４時
（受付時間 午後３時まで）

場 所 小松島中央会館 小松島市松島町5-6
08853- 2-2030

相談員 川 田 武 志
お問い合わせ 交通事故相談所 徳島県庁１階

088 -621 -3200

※お気軽にご相談ください。

心配ごと相談
● 日時 ７月４日

７月11日
７月18日
７月25日

● 時間
午後１時～午後４時30分

● 内容

人権・行政・厚生・福祉

● 場所

勝浦町住民福祉センター１階

平日でも受付しており
ますので、お気軽にお
問い合わせください。

（ ２－4652）

７ 月

７月１日 湯 浅 医 院 ２－２００３

７月３日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

７月５日 赤 岩 医 院 ２－２００６

７月７日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

７月９日 上勝町診療所 ４－５０１０

７月11日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

７月13日 山 西 医 院 ２－３０２７

７月15日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

７月17日 湯 浅 医 院 ２－２００３

７月19日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

７月21日 赤 岩 医 院 ２－２００６

７月23日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

７月25日 上勝町診療所 ４－５０１０

７月27日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

７月29日 山 西 医 院 ２－３０２７

７月31日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

平日 午後６時～翌朝午前９時
休日 午後７時～翌朝午前９時

夜間救急当番表

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸
３ 10 17 24

午後７:30～９:30
木 木 木 木

踊 り
17 24 31

午後２:00～４:00
木 木 木

歌 謡
１ 15 29

午後７:30～９:30
火 火 火

生け花
７ 22

午後７:30～９:30
月 火

大正琴
３ 10 25 木曜日は午後１:00～３:00

金曜日は午後７:00～９:00木 木 金

習 字
４ 11 18 25

午後７:00～９:00
金 金 金 金

７月交流講座ご案内
近隣地域との交流事業として、今月も
各種講座を次のとおり開講いたします。

◎大正琴は初心者コースもあります。

戸籍の

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（金）

（金）

（金）
（金）

（金）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（火）

（木）




